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問　

本
庁
舎
等
の
建
設
の
財

源
と
し
て
合
併
特
例
債
32
億

５
千
万
円
を
活
用
す
る
と

な
っ
て
い
る
が
、
26
年
度
の

活
用
を
含
め
て
ど
れ
く
ら
い

の
活
用
に
な
る
の
か
。

答　

今
後
の
合
併
特
例
債
の

活
用
の
見
通
し
で
は
、
当
初

見
込
ん
で
い
た
額
よ
り
も
多

め
に
使
う
こ
と
に
な
っ
た
。
当

初
１
０
０
％
ま
で
使
わ
ず
に

抑
え
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、

活
用
期
間
が
５
年
間
延
長
と

な
り
、
有
効
活
用
が
図
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
、
全

額
使
う
こ
と
に
な
る
か
は
今

後
の
事
業
計
画
の
状
況
に
よ

る
。
今
回
の
32
億
５
千
万
円

を
本
庁
舎
等
に
使
う
事
に
よ

り
26
年
度
に
予
定
し
て
い
た

活
用
額
と
本
庁
舎
等
に
充
当

す
る
金
額
を
あ
わ
せ
る
と
約

81
％
の
活
用
見
込
み
と
な
る
。

問　

国
の
補
助
金
で
あ
る
都

市
再
生
整
備
計
画
事
業
の
詳

細
に
つ
い
て
。

答　

都
市
再
生
整
備
計
画
の

計
画
認
定
に
よ
り
事
業
を
行

う
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
中

の
市
民
会
館
の
ホ
ー
ル
の
部

分
を
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
事

業
と
い
う
位
置
づ
け
と
し
て

事
業
を
進
め
て
い
る
。
要
綱

上
、
事
業
費
の
最
高
限
度
額

が
21
億
円
、
補
助
率
は
そ
の

概
ね
40
％
と
さ
れ
て
お
り
、

従
っ
て
補
助
金
額
は
８
億
４

千
万
を
予
定
。
残
り
の
１
千

万
円
は
建
築
物
安
全
ス
ト
ッ

ク
形
成
事
業
と
い
う
整
備
事

業
の
内
、
耐
震
の
関
係
で
設

計
費
の
補
助
金
を
約
１
千
４

百
万
円
の
交
付
を
受
け
て
い

る
の
で
、
あ
わ
せ
て
８
億
５

千
万
円
を
計
上
し
た
。

問　

物
価
は
今
後
も
高
止
ま

る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
昨

年
か
ら
今
年
６
月
ま
で
の
急

激
な
上
昇
は
、
鈍
化
す
る
も

の
と
予
測
さ
れ
る
根
拠
は
。

答　

設
計
者
か
ら
の
情
報
。

着
工
面
積
当
た
り
の
値
上
が

り
が
鈍
化
傾
向
。
建
設
に
係

る
就
業
者
数
が
増
加
傾
向
。

建
設
価
格
は
現
在
の
ポ
イ
ン

ト
で
留
ま
る
予
想
。
高
止
ま

り
な
の
で
価
格
が
下
が
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。

問　

58
億
円
か
ら
65
億
円
へ

の
増
額
は
２
月
の
単
価
を
８

月
の
価
格
に
置
き
か
え
た
額

で
あ
る
は
ず
だ
が
舞
台
装
置
、

音
響
機
器
な
ど
す
べ
て
含
ま

れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答　

５
月
に
見
立
て
て
い
た

額
で
入
札
さ
れ
て
い
た
ら
、

残
り
の
資
金
を
舞
台
に
か
け

る
予
定
だ
っ
た
。
市
民
要
望

を
活
か
し
た
形
で
出
来
る
よ

う
に
予
算
の
補
正
を
し
た
。

問　

住
民
投
票
の
実
施
は
検

討
し
な
か
っ
た
の
か
。

答　

市
民
の
代
表
者
と
し
て

の
議
員
に
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
が
基
本
。
一
部
の
議
員

か
ら
住
民
投
票
に
関
す
る
要

請
を
う
け
た
が
、
本
来
で
あ

れ
ば
市
民
の
方
が
要
請
す
る

も
の
で
あ
る
。

問　

以
前
は
免
震
構
造
と
い

う
説
明
だ
っ
た
が
、
耐
震
構

造
と
さ
れ
た
経
緯
お
よ
び
今

計
画
の
防
災
拠
点
に
つ
い
て
。

ま
た
、
増
額
補
正
分
が
議
案

書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
つ
い
て
。

答　

消
防
署
な
ど
と
同
等
の

災
害
拠
点
施
設
と
し
て
の
耐

震
構
造
と
し
、
３
階
を
拠
点

と
し
て
、
市
長
、
副
市
長
室

と
災
害
対
策
会
議
室
や
情
報

機
器
類
の
入
る
部
屋
、
担
当

職
員
の
待
機
で
き
る
会
議
室

等
を
確
保
す
る
。

　

継
続
費
の
内
、
当
年
度
の

年
割
額
は
減
額
す
る
が
、
全

体
事
業
費
と
し
て
は
増
額
し

入
札
に
か
け
る
。

問　

合
併
協
定
や
街
づ
く
り

基
本
構
想
、
総
合
振
興
計
画

に
お
け
る
庁
舎
建
設
等
に
合

併
特
例
債
を
使
う
と
云
う
事

は
ど
こ
に
も
記
載
さ
れ
て
い

な
い
。
特
例
債
を
使
い
、
市

民
の
事
業
費
の
負
担
は
以
前

よ
り
軽
減
し
た
と
い
う
説
明

だ
が
後
世
の
市
民
が
負
担
を

負
う
事
に
な
る
。
建
設
費

32
％
も
の
増
額
補
正
だ
、
多

く
の
市
民
は
豪
華
な
建
物
は

い
ら
な
い
。
身
の
丈
に
合
っ

た
建
設
が
望
ま
れ
る
が
。

答　

県
と
協
議
し
、
公
共
的

施
設
の
整
備
に
使
え
る
と
い

う
答
え
を
も
ら
っ
て
い
る
。

問　

地
中
熱
利
用
設
備
を
除

外
し
た
こ
と
の
理
由
と
そ
れ

に
よ
る
施
設
機
能
へ
の
影
響

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答　

理
由
は
建
設
費
を
抑
え

る
た
め
で
、
施
設
機
能
に
は

特
段
影
響
は
無
い
。

問　

夏
は
温
度
が
低
く
冬
は

暖
か
い
地
中
熱
を
利
用
す
る

こ
と
で
エ
ア
コ
ン
電
力
の
消

費
を
抑
え
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
も
低
く
抑
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

答　

地
中
熱
利
用
設
備
を
設

置
し
た
場
合
、
10
年
で
設
置

費
用
の
元
は
取
れ
る
。
今
回
、

検
討
を
重
ね
た
結
果
、
建
設

費
を
抑
え
る
た
め
に
除
外
し

た
。
今
後
、
環
境
に
配
慮
し

た
別
な
形
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

問　

２
月
時
点
の
建
設
費
概

算
と
現
時
点
の
建
設
費
概
算

を
比
較
し
た
際
の
将
来
的
な

市
民
負
担
は
。

答　

今
回
の
建
設
費
活
用
を

含
め
合
併
特
例
債
は
、現
在
発

行
限
度
の
81
％
で
あ
り
後
年

度
に
過
度
な
負
担
を
掛
け
な

い
よ
う
財
政
運
営
を
進
め
る
。

問　

旧
庁
舎
、
旧
市
民
会
館

建
設
当
時
の
費
用
は
現
在
の

物
価
に
比
べ
ど
の
程
度
か
、

物
価
の
上
昇
率
は
お
よ
そ
10

倍
と
想
定
さ
れ
る
が
、
当
時

の
市
民
負
担
は
ど
の
程
度
か
。

答　

旧
庁
舎
は
、
建
設
時
２

億
１
千
５
百
万
円
、
市
民
会

館
は
、
２
億
９
千
万
円
、
合

計
５
億
５
百
万
円
で
現
在
の

物
価
で
お
よ
そ
50
億
５
千
万

円
と
な
る
。
当
時
の
財
源
と

し
て
、
補
助
金
等
の
記
載
は

な
く
、
起
債
、
一
般
財
源
等
、

ほ
と
ん
ど
が
市
民
負
担
で
建

設
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

反　

対

　

反　

対

　

本
庁
舎
等
の
建
設
に
関
し

て
は
計
画
当
初
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
２
項
目
に
わ
た
り
大
き

く
変
え
ら
れ
て
い
る
。
一
つ

は
免
震
構
造
か
ら
耐
震
構
造

に
切
り
替
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
り
、
二
つ
目
は
建
設

費
予
算
が
49
億
円
か
ら
58
億

円
へ
、
さ
ら
に
今
回
65
億
円

へ
と
33
％
も
引
き
上
げ
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

最
初
の
旧
庁
舎
解
体
時
点

か
ら
、
予
算
を
上
回
る
実
施

計
画
に
対
し
て
「
最
初
か
ら

1010
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10
月
臨
時
会（
10
月
６

日
開
催
）で
は
、市
長
提
出

議
案
１
件
、一
般
会
計
補

正
予
算（
第
６
回
）秩
父
市

役
所
本
庁
舎
及
び
秩
父
宮

記
念
市
民
会
館（
以
下
本

庁
舎
等
）建
設
工
事
関
連

予
算
を
審
議
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

質　

疑

質　

疑

討　

論

討　

論

会派ごとの賛否

議案名 議決結果
清
流
12
人

共
産
３
人

公
明
２
人

絆

２
人

無会派

清
野

金
崎

一般会計補正予算（第６回） 原案可決 ○ × ○ ○ × ×

清流：清流クラブ
共産：日本共産党秩父市議会議員団
公明：公明党
絆：市民の会・絆
無会派：会派に属さない議員
※議長は人数に含まれていない。○：賛成　×：反対　○ /○：賛成人数／会派人数
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予
算
オ
ー
バ
ー
し
て
い
た
の

で
は
完
成
ま
で
い
く
ら
オ
ー

バ
ー
す
る
の
か
わ
か
ら
な

い
」
と
主
張
し
反
対
し
て
き

た
が
、
そ
の
後
の
推
移
は
主

張
し
た
通
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

先
の
入
札
不
落
を
受
け
て

建
設
計
画
当
初
の
初
心
に
帰

り
計
画
変
更
の
決
断
以
外
に

解
決
の
方
途
は
な
い
こ
と
を

主
張
、
要
求
し
て
き
た
が
、

今
回
唐
突
に
予
算
増
額
、
再

入
札
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　

将
来
に
わ
た
り
人
口
減
少

が
加
速
度
的
に
進
む
中
で
、

改
め
て
建
設
当
初
の
初
心
に

帰
り
大
胆
な
計
画
変
更
を
含

む
決
断
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
立
場

か
ら
、
今
回
の
増
額
補
正
予

算
に
反
対
す
る
。

　

賛　

成

　

賛　

成

　

22
年
12
月
に
「
市
役
所
本

庁
舎
及
び
市
民
会
館
建
替
え

調
査
特
別
委
員
会
」
が
設
置

さ
れ
、
25
回
に
わ
た
る
委
員

会
で
の
審
議
が
尽
く
さ
れ
た
。

ま
た
、
そ
の
一
方
で
各
種
団

体
、
学
識
経
験
者
、
公
募
市

民
を
交
え
て
の
「
秩
父
市
役

所
等
建
設
市
民
会
議
」
を
開

催
し
、
本
庁
舎
等
を
現
在
地

に
合
築
し
て
建
替
え
る
基
本

方
針
が
策
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

本
庁
舎
等
が
無
い
現
状
は
、

歴
史
文
化
伝
承
館
で
の
、
市

民
の
豊
か
な
文
化
芸
術
活
動
、

生
涯
学
習
、
地
域
交
流
の
発

展
を
阻
害
し
て
い
る
と
と
も

に
、
最
近
、
頻
発
す
る
地
震
、

豪
雨
、
豪
雪
等
の
自
然
災
害

か
ら
市
民
を
守
る
危
機
管
理

の
場
の
確
保
、
そ
の
必
要
性

か
ら
本
庁
舎
等
の
早
急
な
建

設
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も

な
い
事
で
あ
る
。

　

今
回
の
補
正
予
算
の
内
容

は
市
民
の
要
望
に
応
え
、
早

期
建
設
を
叶
え
る
よ
う
事
業

費
を
実
勢
価
格
に
合
わ
せ
、

継
続
費
に
よ
る
総
事
業
費
が

約
７
億
円
の
大
幅
な
増
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
市
当
局
で

は
、
新
た
な
国
庫
補
助
金
の

確
保
、
合
併
特
例
債
の
有
効

活
用
等
に
よ
り
逆
に
市
民
の

直
接
負
担
を
軽
減
す
る
努
力

の
補
正
予
算
で
あ
る
。
50
年

１
０
０
年
後
の
秩
父
市
の
未

来
を
見
据
え
た
本
庁
舎
等
の

建
設
は
、
今
こ
の
時
期
に
成

し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
と
確
信
し
、
提
出
さ
れ

た
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

反　

対

　

反　

対

　

当
議
会
で
様
々
な
質
疑
が

出
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は

９
月
定
例
会
中
に
突
如
急
展

開
し
た
、
本
庁
舎
等
建
設
計

画
に
つ
い
て
市
民
の
方
々
の

理
解
が
進
ん
で
い
な
い
状
態

を
表
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　

市
民
協
働
型
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
の

「
市
の
憲
法
」
と
も
い
う
べ

き
秩
父
市
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
の
第
７
条
及
び
同
条
２

項
（
情
報
共
有
の
た
め
の
責

務
及
び
権
利
）、
第
８
条
及

び
同
条
２
項
（
説
明
責
任
）

に
基
づ
き
、
市
民
の
方
々
の

不
安
を
払
し
ょ
く
す
る
た
め

に
も
、
広
く
開
か
れ
た
十
分

な
市
民
説
明
会
を
開
催
し
、

説
明
責
任
を
果
し
た
後
に
、

議
会
で
の
審
議
が
行
わ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
。
市
の
将
来

ま
で
影
響
を
与
え
る
重
大
事

項
で
あ
る
本
庁
舎
等
建
設
に

つ
い
て
、
そ
の
よ
う
な
民
主

的
な
プ
ロ
セ
ス
を
し
っ
か
り

と
踏
ま
な
け
れ
ば
、
こ
の
決

定
が
将
来
世
代
に
と
っ
て
も

禍
根
が
残
る
も
の
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
懸
念
を
若
い
世
代
と
し

て
持
っ
て
い
る
。

　

こ
の
臨
時
会
で
の
決
定
は

時
期
尚
早
と
考
え
反
対
す
る
。

　

賛　

成

　

賛　

成

　

本
庁
舎
等
建
設
に
関
わ
る

予
算
措
置
で
あ
る
今
回
の
補

正
予
算
は
、
公
共
工
事
建
設

単
価
の
高
騰
か
ら
公
共
工
事

が
入
札
不
調
・
不
落
の
事
態

が
続
い
た
い
わ
ゆ
る
実
勢
価

格
に
公
共
工
事
の
建
設
単
価

が
追
い
つ
か
な
か
っ
た
こ
と

が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

執
行
部
に
お
い
て
は
、
有

利
な
補
助
金
の
活
用
と
不
要

と
思
わ
れ
る
設
備
の
カ
ッ
ト

等
、
予
算
編
成
の
組
み
替
え

に
努
力
の
後
が
伺
え
る
。　

　

先
ほ
ど
の
質
疑
に
お
い
て

も
本
庁
舎
等
建
設
に
関
わ
る

す
べ
て
の
予
算
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。
当
初
予
算
に
お
い
て
は

市
民
会
館
の
内
装
部
分
の
予

算
が
別
枠
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
建
設
総
額
が
不
透
明
な

も
の
で
あ
っ
た
が
今
回
詳
し

い
説
明
の
中
で
理
解
で
き
た
。

　

ま
た
、
建
設
用
地
に
つ
い

て
は
、
企
業
誘
致
優
先
の
た

め
、
旧
秩
父
セ
メ
ン
ト
第
１

プ
ラ
ン
ト
跡
地
か
ら
現
在
地

に
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た

経
緯
が
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は

大
き
な
進
展
が
見
え
な
い
。

企
業
誘
致
と
セ
メ
ン
ト
跡
地

の
有
効
活
用
を
早
期
に
実
現

す
る
こ
と
を
強
く
要
望
し
、

こ
の
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

反　

対

　

反　

対

　
「
本
庁
舎
等
建
替
え
調
査

特
別
委
員
会
」
で
「
建
設
費

大
幅
増
額
の
場
合
に
は
、
早

い
段
階
で
公
表
・
説
明
責
任

を
果
た
し
、
市
民
の
理
解
を

得
る
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
」
旨
が
最
終
意
見
と
さ
れ

て
い
る
が
、
市
長
公
約
の
建

設
費
49
億
円
か
ら
58
億
円
、

さ
ら
に
65
億
円
へ
の
増
額
に

つ
い
て
、
市
民
へ
の
説
明
責

任
の
あ
り
方
、
市
民
と
の
合

意
の
形
成
が
不
十
分
で
あ
り
、

市
民
に
対
し
改
め
て
は
か
り

直
す
べ
き
で
あ
る
。

　

人
口
減
少
は
予
測
よ
り
も

加
速
す
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
29
年
度
か
ら
形
式
収
支

が
赤
字
と
な
る
。「
秩
父
市

役
所
本
庁
舎
と
市
民
会
館
建

設
を
考
え
る
市
民
の
会
」
の

「
集
会
決
議
」
で
も
「
合
併

特
例
債
等
の
返
済
も
考
え
る

と
、
人
口
減
少
と
相
ま
っ
て
、

社
会
保
障
、
医
療
、
福
祉
を

始
め
生
活
基
盤
整
備
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
建
設
に
あ

た
っ
て
設
置
場
所
、
建
築
面

積
、
建
築
費
等
を
見
直
し
、

市
民
に
対
し
さ
ら
に
十
分
な

説
明
を
行
い
市
民
の
合
意
を

得
て
実
施
す
る
こ
と
を
要
望

す
る
」
と
あ
る
。

　

市
民
へ
の
周
知
も
無
い
ま

ま
記
者
発
表
、
一
週
間
後
の

臨
時
会
と
、
一
気
に
決
め
よ

う
と
す
る
強
引
な
手
法
に
強

く
抗
議
し
反
対
す
る
。

　

賛　

成

　

賛　

成

　

本
庁
舎
等
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
設
計
段
階
か
ら
市
民

会
議
の
設
置
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
等
、
市
と

市
民
が
協
働
で
検
討
し
て
き

た
。
市
議
会
で
も
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
市
民
と
の
合

同
会
議
も
開
催
し
た
。

　

実
施
設
計
概
算
58
億
円
で

臨
ん
だ
５
月
の
入
札
は
不
落

に
終
わ
っ
た
が
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
早
期
着
工

の
要
望
を
受
け
て
、
今
回
の

再
入
札
の
提
案
と
な
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
建
設
財
源
の
内

訳
を
比
較
す
る
と
、
総
事
業

費
は
約
７
億
円
の
増
額
と
な

る
も
の
の
、
合
併
特
例
債
の

有
効
活
用
と
都
市
再
生
整
備

計
画
事
業
等
の
補
助
金
の
活

用
に
よ
り
、
市
の
実
質
負
担

額
は
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

防
災
拠
点
施
設
整
備
と
し

て
の
本
庁
舎
建
設
は
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
非
常
時
の

対
策
と
意
思
決
定
に
は
、
現

在
の
よ
う
な
分
庁
状
態
の
早

期
解
消
が
望
ま
れ
る
。

　

ま
た
、
歴
史
文
化
伝
承
館

の
公
民
館
機
能
が
損
な
わ
れ

て
い
る
現
状
が
、
文
化
芸
術

活
動
、
生
涯
学
習
、
地
域
交

流
の
場
を
著
し
く
阻
害
し
て

い
る
こ
と
や
、
市
民
会
館
に

つ
い
て
は
、
秩
父
地
域
の
伝

統
芸
能
の
伝
承
及
び
発
表
の

場
、
児
童
・
生
徒
の
音
楽
活

動
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
と

し
て
絶
対
に
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
賛
成
す
る
。


